







Japanese Language Learners and Academic Achievement: 
How to Design Lessons based on the CALLA model 




Since the 1990 Immigration Act, the number of foreign students who need extra Japanese in-
struction has consistently increased, and almost half of all school districts in Japan now enroll 
Japanese language learner (JLL) students.  It is no longer unusual for Japanese teachers to have 
newcomer JLL students in their classes.  On the other hand, Japanese schools fail to meet the 
language needs of the JLL students, resulting in serious problems of low academic achievement 
among those JLL students.  
The purpose of this study is to explore how to design lessons for JLL students through examining 
the CALLA（Cognitive Academic Language Learning Approach）model in the United States.  
First, the problems of current education for JLL students and the significance of the CALLA model 
in Japanese context are outlined.  Secondly, the theoretical backgrounds of the CALLA model 
and its basic framework are examined.  Thirdly, the key concepts and curriculum design of the 
CALLA model are discussed.  Fourthly, to evaluate its effectiveness, some CALLA project as-
sessments are reviewed.  Lastly, some implications of the CALLA model for the education of JLL 












Academic Language Learning Approach）モデルによる授業づくりについて検討したい 2)。 
 
















CALLA モデルに着目したい。英語学習者(English Language Leaner)を対象にしたこの指導アプローチ















⑴ CALLA モデルを基礎付ける英語学習者(ELL)研究 
 CALLA モデルは、①生活言語と学習言語、②言語学習カリキュラム、③学習方略と効果的な言語


















































表 1 学習方略 5) 
メタ認知方略 
実施プロセスを活用する 
計画する／組織する    課題を始める前に、 
              ・目標を設定する。  ・課題や内容の順番を計画する。 
              ・課題を遂行するやり方を計画する。（方略の選択）  ・教科書をざっと見る。 
モニターする／      課題に取り組む間に、 
問題を見つける       ・作業の進み具合をチェックする。 
              ・言葉を使う時に理解度をチェックする。（理解しているか。そうでないなら、問題は何か。） 
              ・言葉を使っているときに産出をチェックする。（理解されているか。そうでないなら、問題は何か。）
評価する         課題をやり終えた後、 
              ・学習課題をどれくらいうまくやれたかどうかを評価する。 
              ・学習方略をどれくらいうまくやれたかどうかを評価する。 
              ・その方略がどれくらい効果的であったかを決定する。 
              ・同様な課題を次にやるときに行う修正を見つける。 
自分自身の学習を調整する  ・あなたが最も効果的に学習したかどうかを決定する。  ・あなたが学習する状況を調整する。 




背景となる知識を活用する  ・課題を遂行することを助けるためにすでに知っていることを考え、活用する。 
              ・新しい情報と既有知識の間を関連づける。 
              ・既有知識を明確にしたり修正したりするために新しい情報を活用する。 
推論する          ・意味を理解するために、文脈や知っていることを使う。 
              ・言外の意味を読んだり聞いたりする。  ・その意味を理解するために、教科書の行間を読む。 
予想する          ・次にくる情報を予想する。 ・叙述や口述のテキストで起こることについて論理的な推論をする。 
              ・予測する。（数学）  ・仮説を立てる。（科学） 
個人化する。        ・新しい概念を自分の生活、経験、知識、信念、感情に関連づける。 
転移させる／        ・他の言語の知識（母語を含む）を該当の言語に応用する。 
同系言語を活用する     ・同系言語を活用する 
代用する／言い換える    ・知らない言葉や表現に対し、同意語や説明的な語句を使う。 
あなたの感覚を活用する 
イメージを使う。      ・情報の理解や表現のために、実際の及び想像上のイメージを使ったり、つくったりする。 
              ・絵や図を使ったり、書いたりする。 
音を使う。         ・理解を助けるために、言葉、文、パラグラフを言ったり、読んだりする。 
              ・音にする。声に出す。 ・音、言葉、句、会話を覚えるために、「心のテープレコーダー」を使う。 
あなたの筋運動感覚を使う  ・役割を演じてみる。当該の言語で異なる役割に自分を想像してみる。 
あなたの整理技能を活用する 
パターンを見つける／    ・ルールを応用する。  ・ルールをつくる。 
応用する。         ・文字・音、文法、ディスコース、ルールを認め応用する。 
              ・文学のパターンを見つける。（ジャンル）  ・数学、理科、社会科のパターンを見つける。 
分類する／         ・性質によって、言葉や考えをカテゴリー化する。・生き物を分類する。自然のサイクルを見つける。
順序づける         ・数学、理科、社会科で、秩序や順番を見つける。  ・歴史で出来事を順番にならべる。 
選択的注意を活用する    ・特定の情報、構造、キーとなる語、句、考えに焦点をあわせる。 
ノートをとる。       ・聞いたり読んだりしている間に、重要な言葉や考えを書き取る。 
              ・話したり書いたりする際に使う考えや言葉をリストアップする。 
図表として構造化する    ・（ベン図、時間の流れ、ウェブ、図など）視覚的な表象を使ったり、つくったりする。 
まとめる          ・心の、言葉の、書いた情報のサマリーをつくる。 
さまざまなリソースを活用する 
情報源にアクセスする。   ・辞典、インターネット、他の参考資料を活用する。 
              ・情報源を探し活用する。  ・モデルに従う。  ・質問する。 
協力する。         ・課題をやったり、自信をつけたり、フィードバックを互いに行うために、他者と共に活動する。 





⑵ CALLA モデルとは 
 CALLA モデルは、前述の３つの研究の潮流を踏まえ、1980 年代半ばの米国でシャモー(A.Chamot)





















⑴ CALLA モデルの３つの要素 
 CALLA モデルは、教科内容、学習言語、学習方略の３つの要素から構成されている。ここでは、




























































































































 CALLA モデルは、1986 年に開発されて以来、その内容が洗練され実践も広がりをみせてきてお










































































































１）http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/21/07/__icsFiles/afieldfile/2009/07/03/1279262_1_1.pdf, December 2. 2010. 
２）筆者は、ワシントン DC(2002 年 10 月)と東京（2002 年 12 月）において、CALLA モデルを開発したシャモー教授から




４）論文検索情報ナビゲータ及び Webcat のデータベースの検索は、2010 年 11 月 20 日に行った。 
５）Chamot (2009) pp.59－64 をもとに作成した。 
６）Chamot & O’Malley(1996) pp.263－266 及び Chamot (2009)pp.20－22、pp.36－39、pp.55－57 をもとに、重要と思われる
点を 3 点づつ検討した。 
７）Chamot (2009) pp.80－86 をもとに記述した。 
８）Chamot & O’Malley(1996) pp.267－270 及び Chamot (2009) pp.86－92 をもとに記述した。 
９）東京(2002 年 12 月)におけるシャモー教授からの聞き取りによる。 
10）Chamot(2005)の p.322 と p.326 の図をもとに筆者が作成した。 
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【付記】 
 本稿は、平成 22～24 年度科学研究費（基盤研究Ｂ）「日本における多文化教育の構築に関する研究―外国人児童生
徒と共に学ぶ学校教育の創造」（研究代表者・松尾知明）による研究成果の一部である。 
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